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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口を形成する吐出口形成部材と、該吐出口
に連通する液流路の側壁を形成する流路側壁形成部材とを有する流路形成部材と、を備え
る液体吐出ヘッドであって、
　前記吐出口形成部材は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に配置され、該上壁面
から該ノズル形成部材と前記流路側壁形成部材との間に延在する内部撥液層とを含み、
　前記吐出口の内壁の少なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、
　前記内部撥液層は、フッ素成分を含み、純水に対する接触角が７０°以上である面を有
することを特徴とする液体吐出ヘッド。
【請求項２】
　前記吐出口形成部材は、樹脂を含む請求項１に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項３】
　前記内部撥液層は、基板面と平行な方向に延展している請求項１又は２に記載の液体吐
出ヘッド。
【請求項４】
　前記内部撥液層は、フッ素含有基を有する化合物を含むフッ素含有組成物の硬化物から
なる請求項１乃至３のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項５】
　前記フッ素含有基を有する化合物は、カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合
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物と、前記フッ素含有基を有する化合物としてのフッ素含有基を有する加水分解性シラン
化合物と、を含む混合物の縮合生成物である請求項４に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項６】
　前記フッ素含有基が、パーフルオロポリエーテル基及びパーフルオロアルキル基からな
る群から選ばれる少なくとも１種である請求項４又は５に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項７】
　前記ノズル形成部材が、エポキシ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収
して酸を発生する光酸発生剤と、を含む組成物の硬化物からなる請求項１乃至６のいずれ
かに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項８】
　前記吐出口形成部材は、オリフィス面に表面撥液層を含む請求項１乃至７のいずれかに
記載の液体吐出ヘッド。
【請求項９】
　基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口及び該吐出口に連通する液流路を形成す
る流路形成部材と、を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記流路形成部材は、前記吐出口を形成する吐出口形成部材を含み、
　該吐出口形成部材は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に、又は該上壁面よりも
オリフィス面側であってオリフィス面よりも基板側に配置された内部撥液層とを含み、
　前記吐出口の内壁の少なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、
　前記内部撥液層は、フッ素成分を含み、純水に対する接触角が７０°以上である面を有
し、
　前記内部撥液層は、前記ノズル形成部材の内部に配置されていることを特徴とする液体
吐出ヘッド。
【請求項１０】
　前記ノズル形成部材は、複数の層から構成され、
　前記内部撥液層は、前記ノズル形成部材を構成する層の間に配置されている請求項９に
記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１１】
　前記吐出口形成部材は、樹脂を含む請求項９又は１０に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１２】
　前記内部撥液層は、基板面と平行な方向に延展している請求項９乃至１１のいずれかに
記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１３】
　前記流路形成部材は、さらに、前記液流路の側壁を形成する流路側壁形成部材を含む請
求項９乃至１２のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１４】
　前記内部撥液層は、フッ素含有基を有する化合物を含むフッ素含有組成物の硬化物から
なる請求項９乃至１３のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１５】
　前記フッ素含有基を有する化合物は、カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合
物と、前記フッ素含有基を有する化合物としてのフッ素含有基を有する加水分解性シラン
化合物と、を含む混合物の縮合生成物である請求項１４に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１６】
　前記フッ素含有基が、パーフルオロポリエーテル基及びパーフルオロアルキル基からな
る群から選ばれる少なくとも１種である請求項１４又は１５に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１７】
　前記ノズル形成部材が、エポキシ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収
して酸を発生する光酸発生剤と、を含む組成物の硬化物からなる請求項９乃至１６のいず
れかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１８】
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　前記吐出口形成部材は、オリフィス面に表面撥液層を含む請求項９乃至１７のいずれか
に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１９】
　基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口及び該吐出口に連通する液流路を形成す
る流路形成部材と、を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記流路形成部材は、前記吐出口を形成する吐出口形成部材を含み、
　該吐出口形成部材は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に、又は該上壁面よりも
オリフィス面側であってオリフィス面よりも基板側に配置された内部撥液層とを含み、
　前記吐出口の内壁の少なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、
　前記内部撥液層は、フッ素成分を含み、純水に対する接触角が７０°以上である面を有
し、
　前記ノズル形成部材が、エポキシ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収
して酸を発生する光酸発生剤と、を含む組成物の硬化物からなることを特徴とする液体吐
出ヘッド。
【請求項２０】
　前記内部撥液層は、基板面と平行な方向に延展している請求項１９に記載の液体吐出ヘ
ッド。
【請求項２１】
　前記流路形成部材は、さらに、前記液流路の側壁を形成する流路側壁形成部材を含む請
求項１９又は２０に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２２】
　前記内部撥液層は、前記液流路の上壁面に配置されている請求項１９乃至２１のいずれ
かに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２３】
　前記内部撥液層は、前記ノズル形成部材の内部に配置されている請求項１９乃至２１の
いずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２４】
　前記ノズル形成部材は、複数の層から構成され、
　前記内部撥液層は、前記ノズル形成部材を構成する層の間に配置されている請求項２３
に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２５】
　前記内部撥液層は、フッ素含有基を有する化合物を含むフッ素含有組成物の硬化物から
なる請求項１９乃至２４のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２６】
　前記フッ素含有基を有する化合物は、カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合
物と、前記フッ素含有基を有する化合物としてのフッ素含有基を有する加水分解性シラン
化合物と、を含む混合物の縮合生成物である請求項２５に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２７】
　前記フッ素含有基が、パーフルオロポリエーテル基及びパーフルオロアルキル基からな
る群から選ばれる少なくとも１種である請求項２５又は２６に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２８】
　前記吐出口形成部材は、オリフィス面に表面撥液層を含む請求項１９乃至２７のいずれ
かに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項２９】
　請求項１乃至２８のいずれかに記載の液体吐出ヘッドの製造方法であって、
　前記内部撥液層を形成するための、フッ素含有基を有する化合物を含むフッ素含有組成
物をフィルム基材の上に形成する工程と、
　前記フッ素含有組成物を前記基板の上に配置する工程と、
を含む液体吐出ヘッドの製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を吐出する液体吐出ヘッド及びその製造方法に関する。また、本発明は
、好ましくは、インクを吐出するインクジェット記録ヘッド及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液体吐出ヘッドの例として、インクを被記録媒体に吐出して記録を行うインクジェット
記録ヘッドが挙げられる。インクジェット記録方式を適用するインクジェット記録ヘッド
は、一般的に、微細な吐出口、該吐出口に連通する液流路、及び液流路の一部に設けられ
た液体を吐出するためのエネルギー発生素子を備えている。
【０００３】
　インクジェット記録ヘッドを作製する方法としては、例えば特許文献１に開示されるよ
うに、次のような工程が知られている。
【０００４】
　まず、エネルギー発生素子が形成された基板の上に溶解可能なポジ型感光性樹脂を用い
て液流路パターンを形成する。次に、この液流路パターン上にエポキシ樹脂及び光カチオ
ン重合開始剤からなる被覆樹脂層を塗布する。次に、フォトリソグラフィーにより、被覆
樹脂層に吐出口を形成する。次に、前記ポジ型感光性樹脂を除去し、液流路を形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平６－２８６１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年のインクジェット記録ヘッドにおいては、微小液滴を高精度で吐出するという目的
から、吐出口を形成する吐出口形成部材（オリフィスプレートとも称す）が薄くなる傾向
がある。液流路にインクが充填された状態が長期間続き、樹脂からなるオリフィスプレー
トがインクを吸収した場合、オリフィスプレートが薄いと、オリフィスプレートの剛性が
著しく低下することがある。オリフィスプレートの剛性が低下すると、吐出口や吐出口の
開口形状が変形し、インク滴の吐出方向のバラツキやインク滴の吐出量の変化が生じ、形
成される画像にムラが生じる場合がある。
【０００７】
　すなわち、オリフィスプレート、とくに樹脂からなるオリフィスプレートは、液流路内
に充填されたインクを吸収し、その剛性が著しく低下する場合がある。その結果、安定し
たインク吐出に支障が生じる場合がある。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、吐出口形成部材へのインクの浸潤が抑制された液体吐出ヘッ
ドを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一形態は、基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口を形成する吐出口形
成部材と、該吐出口に連通する液流路の側壁を形成する流路側壁形成部材とを有する流路
形成部材と、を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記吐出口形成部材は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に配置され、該上壁面
から該ノズル形成部材と前記流路側壁形成部材との間に延在する内部撥液層とを含み、前
記吐出口の内壁の少なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、前記内部撥液層は、
フッ素成分を含み、純水に対する接触角が７０°以上である面を有することを特徴とする
液体吐出ヘッドである。
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　また、本発明の一形態は、基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口及び該吐出口
に連通する液流路を形成する流路形成部材と、を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記流路形成部材は、前記吐出口を形成する吐出口形成部材を含み、該吐出口形成部材
は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に、又は該上壁面よりもオリフィス面側であ
ってオリフィス面よりも基板側に配置された内部撥液層とを含み、前記吐出口の内壁の少
なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、前記内部撥液層は、フッ素成分を含み、
純水に対する接触角が７０°以上である面を有し、前記内部撥液層は、前記ノズル形成部
材の内部に配置されていることを特徴とする液体吐出ヘッドである。
　さらに、本発明の一形態は、基板と、該基板の上に、液体を吐出する吐出口及び該吐出
口に連通する液流路を形成する流路形成部材と、を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記流路形成部材は、前記吐出口を形成する吐出口形成部材を含み、該吐出口形成部材
は、ノズル形成部材と、前記液流路の上壁面に、又は該上壁面よりもオリフィス面側であ
ってオリフィス面よりも基板側に配置された内部撥液層とを含み、前記吐出口の内壁の少
なくとも一部には前記ノズル形成部材が露出し、前記内部撥液層は、フッ素成分を含み、
純水に対する接触角が７０°以上である面を有し、前記ノズル形成部材が、エポキシ基を
２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収して酸を発生する光酸発生剤と、を含む
組成物の硬化物からなることを特徴とする液体吐出ヘッドである。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【００１０】
　本発明の一形態は、
　上述の液体吐出ヘッドの製造方法であって、
　前記内部撥液層を形成するための、フッ素含有基を有する化合物を含むフッ素含有組成
物をフィルム基材の上に形成する工程と、
　前記フッ素含有組成物を前記基板の上に配置する工程と、
を含む液体吐出ヘッドの製造方法である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、吐出口形成部材へのインクの浸潤が抑制された液体吐出ヘッドを提供
することができる。吐出口形成部材へのインクの浸潤を抑制することにより、吐出口及び
その開口形状の変形を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの構成例を示す模式的斜視図（Ａ）及び
模式的断面図（Ｂ）である。
【図２】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の工程例を説明するための断
面工程図である。
【図３】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの吐出口の開口形状の例を示す模式的平
面図である。
【図４】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の工程例を示す断面工程図で
ある。
【図５】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の工程例を示す断面工程図で
ある。
【図６】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の工程例を示す断面工程図で
ある。
【図７】本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の工程例を示す断面工程図で
ある。
【図８】比較例におけるインクジェット記録ヘッドの製造方法を説明するための断面工程
図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１３】
　本発明により得られる液体吐出ヘッドは、プリンタ、複写機、通信システムを有するフ
ァクシミリ、プリンタ部を有するワードプロセッサなどの装置、更には各種処理装置と複
合的に組み合わせた産業記録装置に搭載可能である。そして、この液体吐出ヘッド装置を
用いることによって、紙、糸、繊維、皮革、金属、プラスチック、ガラス、木材、セラミ
ックなど種々の被記録媒体に記録を行うことができる。尚、本発明において「記録」とは
、文字や図形などの意味を持つ画像を被記録媒体に対して付与することだけでなく、パタ
ーンなどの意味を持たない画像を付与することも意味する。さらに、「液体」とは、広く
解釈されるべきものであり、記録媒体上に付与されることによって、画像、模様、パター
ン等の形成、記録媒体の加工、或いはインク、または記録媒体の処理に供される液体を言
うものとする。ここで、インクまたは記録媒体の処理としては、例えば、記録媒体に付与
されるインク中の色材の凝固または不溶化による定着性の向上や、記録品位ないし発色性
の向上、画像耐久性の向上などのことを言う。
【００１４】
　また、以下の説明では、本発明の主な適用例としてインクジェット記録ヘッドを挙げて
説明するが、本発明の適用範囲はこれに限定されるものではない。また、液体吐出ヘッド
としては、インクジェット記録ヘッドの他、バイオッチップ作製や電子回路印刷用途の液
体吐出ヘッドの製造方法にも適用できる。液体吐出ヘッドとしては、他にも例えばカラー
フィルターの製造用途等も挙げられる。
【００１５】
　以下、図面を参照して、本実施形態を説明しつつ、本発明について詳細に説明する。但
し、後述する実施形態は、本発明の範囲を限定するものではなく、本発明をこの技術分野
における通常の知識を有する者に十分に説明するために提供されるものである。
【００１６】
　図１（Ａ）は、本発明の実施形態に係わるインクジェット記録ヘッドを示す模式的斜視
図である。また、図１（Ｂ）は、図１（Ａ）における点線Ａ－Ｂを通る基板に垂直な面に
よるインクジェット記録ヘッドの模式的断面図である。
【００１７】
　本発明の実施形態に係るインクジェット記録ヘッドは、インクを吐出するために利用さ
れるエネルギーを発生するエネルギー発生素子１が所定のピッチで形成された基板２を有
している。基板２にはインクを供給する供給口３が、エネルギー発生素子１の２つの列の
間に開口するように形成されている。
【００１８】
　基板２の上には、液流路５及び吐出口７を形成する流路形成部材が設けられている。該
流路形成部材は、液流路の上壁面に、又は該上壁面よりもオリフィス面側（図において上
側）であって、オリフィス面、すなわち吐出口７の上部開口（表面側開口とも称す）８よ
りも基板側（図において下側）に、内部撥液層１０を有する。内部撥液層１０は、フッ素
成分を含み、純水に対する接触角が７０°以上である面（以下、撥水面とも称す）を有す
る層である。内部撥液層１０は、吐出口７が開口するオリフィス面（吐出口面とも称す）
には配置されておらず、流路形成部材内に配置されている。また、内部撥液層は、基板面
と平行な方向に延展している。なお、本明細書において、撥水面は、流路形成部材の内部
に配置されて外部に露出していなくてもよい。
【００１９】
　フッ素成分は、フッ素を含む成分であれば特に制限されるものではないが、フッ素含有
基であることが好ましい。フッ素含有基は、特に制限されるものではないが、パーフルオ
ロポリエーテル基及びパーフルオロアルキル基からなる群から選ばれる少なくとも１種で
あることが好ましい。
【００２０】
　流路形成部材は、吐出口形成部材及び流路側壁形成部材を含み、該吐出口形成部材及び
流路側壁形成部材は同一材料で一体的に形成されていてもよい。
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【００２１】
　図１において、流路形成部材は、吐出口形成部材（オリフィスプレートとも称す）３０
及び流路側壁形成部材４から構成されている。基板２上には、流路側壁形成部材４によっ
て液流路５の側壁が形成されている。また、液流路５の上壁面６及び吐出口７がオリフィ
スプレート３０で形成されている。図１（Ｂ）において、吐出口形成部材は、ノズル形成
部材９と、内部撥液層１０と、表面撥液層１１とから構成されており、液流路の上壁面６
に内部撥液層１０が配置されている。該内部撥液層１０により、液流路５に配置されるイ
ンク等の液体がオリフィスプレート中に浸潤することを抑制することができる。その結果
、インクの浸潤によるオリフィスプレートの変形を抑制することができる。そのため、本
実施形態により、高精度、高品位、高耐久性を有する液体吐出ヘッドを提供することがで
きる。なお、表面撥液層はフッ素成分を含み得るが、本発明における内部撥液層には該当
しない。内部撥液層はオリフィス面には露出しない。
【００２２】
　また、上述のように、流路形成部材は、液流路の上壁面よりもオリフィス面側であって
吐出口７の上部開口８よりも基板側に内部撥液層１０を有する構成としてもよい。すなわ
ち、内部撥液層１０は、ノズル形成部材の内部に配置されていてもよい。この場合、内部
撥液層は、ノズル形成部材の上面から１μｍ以上２５μｍ以下の深さ位置の範囲内に配置
されていることが好ましい。より好ましくは５μｍ以上、さらに好ましくは２０μｍ以上
である。
【００２３】
　内部撥液層１０の純水に対する接触角は７０°以上であり、８０°以上であることが好
ましく、９０°以上であることがより好ましく、９５°以上であることがさらに好ましい
。内部撥液層１０の純水に対する接触角が７０°以上である場合、オリフィスプレートへ
のインクの浸透を抑制することができ、その結果オリフィスプレートの剛性を有効に保つ
ことができる。
【００２４】
　本実施形態において、オリフィスプレート３０は、図１に示すように、ノズル形成部材
９及び内部撥液層１０に加え、表面撥液層１１を含んでもよい。すなわち、必要に応じて
、オリフィス面に表面撥液層１１を設けてもよい。
【００２５】
　なお、詳細は後述するが、本実施形態において、ノズル形成部材９の材料である組成物
中にフッ素含有基を有する化合物を含有させ、熱処理（ベーク処理）することにより、前
記フッ素含有基を表面側に偏析させることで、内部撥液層１０を形成させることも可能で
ある。
【００２６】
　また、本実施形態において、ノズル形成部材を複数層で構成し、これらの層の間に内部
撥液層を配置する構成とすることもできる。この場合、内部撥液層は、インク等の液体が
オリフィス面を含むオリフィスプレートの上部に浸潤することを防ぐバリア層として機能
する。本発明では、インク等の液体が、水系であるときに効果をより発揮しやすい。水系
の液体とは、水を５０質量％以上含有する液体のことをいう。
【００２７】
　インクジェット記録ヘッドは、供給口３から液流路５にインクが供給される。液流路５
に供給されたインクにエネルギー発生素子１によって発生する圧力が加えられ、吐出口７
からインク滴が吐出される。
【００２８】
　次に、本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法について以下に説明する。
【００２９】
　（第一の実施形態）
　図２は、本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の一例を示す断面工程図で
あり、図１（Ｂ）と同じ位置に相当する模式的断面図である。
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【００３０】
　本実施形態で製造される液体吐出ヘッドにおいて、流路形成部材は、液流路５の上壁面
６に、フッ素成分を含有し、純水に対する接触角が７０°以上である面を有する内部撥液
層を有する。また、流路形成部材は、吐出口７を形成する吐出口形成部材と、液流路の側
壁を形成する流路側壁形成部材４と、を含んで構成され、吐出口形成部材は、内部撥液層
１０及びノズル形成部材９を含む。
【００３１】
　本実施形態における内部撥液層１０の厚さは、０．１～１０．０μｍであることが好ま
しく、１．０～５．０μｍであることがより好ましい。
【００３２】
　まず、図２（Ａ）に示すように、インクを吐出するエネルギーを発生するエネルギー発
生素子１が第一の面上に形成された基板２の上に、流路側壁形成部材の材料である第一の
感光性樹脂組成物１２を塗布する。
【００３３】
　第一の感光性樹脂組成物１２は、その硬化物の特性として、機械的強度、インク耐性、
下地との密着性に優れることが要求される。また、第一の感光性樹脂組成物１２は、フォ
トリソグラフィー材料としての解像性を考慮して選択されることが望ましい。これらの観
点から、第一の感光性樹脂組成物１２としては、カチオン重合型のエポキシ樹脂組成物を
好適に用いることができる。該カチオン重合型のエポキシ樹脂組成物は、エポキシ基を２
個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収して酸を発生する光酸発生剤と、を含む混
合物であることが好ましい。特に、ビスフェノール型のエポキシ樹脂、フェノールノボラ
ック型のエポキシ樹脂、クレゾールノボラック型のエポキシ樹脂、オキシシクロヘキサン
骨格を有する多官能エポキシ樹脂等のエポキシ樹脂をベースとする光カチオン重合型のエ
ポキシ樹脂組成物が好適に用いられる。エポキシ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂
（エポキシ樹脂）を用いることで、硬化物は３次元架橋することが可能となり、所望の特
性を得るのに適している。市販のエポキシ樹脂としては、ダイセル化学工業製「セロキサ
イド２０２１」、「ＧＴ－３００シリーズ」、「ＧＴ－４００シリーズ」、「ＥＨＰＥ３
１５０」（商品名）、三菱化学社製「１５７Ｓ７０」（商品名）、大日本インキ化学工業
株式会社製「エピクロンＮ－８６５」（商品名）等が挙げられる。上記エポキシ樹脂組成
物に添加される光重合開始剤としては、スルホン酸化合物、ジアゾメタン化合物、スルホ
ニウム塩化合物、ヨードニウム塩化合物、ジスルホン系化合物などが好ましい。市販品で
はＡＤＥＫＡ製「アデカオプトマーＳＰ－１７０」、「アデカオプトマーＳＰ－１７２」
、「ＳＰ－１５０」（商品名）、みどり化学製「ＢＢＩ－１０３」、「ＢＢＩ－１０２」
（商品名）、三和ケミカル製「ＩＢＰＦ」、「ＩＢＣＦ」、「ＴＳ－０１」、「ＴＳ－９
１」（商品名）等が挙げられる。さらに上記エポキシ樹脂組成物には、フォトリソグラフ
ィー性能や密着性能等の向上を目的に、アミン類などの塩基性物質、アントラセン誘導体
などの光増感物質、シランカップリング剤などを含むことができる。
【００３４】
　また、第一の感光性樹脂組成物として、ネガ型レジストとして市販されている化薬マイ
クロケム社製「ＳＵ－８シリーズ」、「ＫＭＰＲ－１０００」（商品名）、東京応化工業
社製「ＴＭＭＲ　Ｓ２０００」、「ＴＭＭＦ　Ｓ２０００」（商品名）等も用いることが
できる。
【００３５】
　次に、図２（Ｂ）に示すように、液流路パターンを有する流路パターン形成用の第一の
マスク１３を介して、第一の感光性樹脂組成物１２をパターン露光する。また、必要に応
じてさらに熱処理（ベーク処理）することで露光部をさらに硬化させ、流路側壁形成部材
４を形成する。
【００３６】
　第一のマスク１３は、露光波長の光を透過するガラスや石英などの材質からなる基板に
、液流路のパターンに合わせてクロム膜などの遮光膜が形成されたものである。
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【００３７】
　露光装置としては、例えば、ｉ線露光ステッパー、ＫｒＦステッパーなどの単一波長の
光源や、マスクアライナーＭＰＡ－６００Ｓｕｐｅｒ（商品名、キヤノン社製）などの水
銀ランプのブロード波長を光源に持つ投影露光装置を用いることができる。
【００３８】
　次に、図２（Ｃ）に示すように、ＰＥＴやポリイミド等からなるフィルム基材１４上に
、ノズル形成部材９の材料である第二の感光性樹脂組成物１５を形成する。また、内部撥
液層１０の材料であるフッ素含有組成物（本実施形態において内部撥液層組成物とも称す
）１６を第二の感光性樹脂組成物１５上に塗布する。内部撥液層組成物１６は、フッ素含
有基を有する化合物を含有する。また、内部撥液層組成物１６は、水や溶剤等を含むこと
が好ましい。フッ素含有基を有する化合物は、フッ素含有基を有する樹脂であることが好
ましく、該フッ素含有基を有する樹脂の分子量は、５００～５０００であることが好まし
い。内部撥液層組成物１６は、フッ素含有基を有する化合物の他にも、フッ素含有基を有
さない樹脂を含んでもよい。
 
【００３９】
　第二の感光性樹脂組成物１５は、第一の感光性樹脂組成物１２と同様に、その硬化物の
機械的強度、インク耐性及び下地との密着性、並びにフォトリソグラフィー材料としての
解像性を考慮して選択されることが望ましい。これらの観点から、第二の感光性樹脂組成
物１５としては、エポキシ樹脂をベースとする光カチオン重合型のエポキシ樹脂組成物が
好適に用いられる。すなわち、第一の感光性樹脂組成物の説明で記載したように、エポキ
シ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収して酸を発生する光酸発生剤を含
む組成物を用いることが好ましい。
【００４０】
　内部撥液層組成物１６は、その硬化物がインクに対する撥液性を有することが求められ
、フッ素含有基を有する化合物を含む。内部撥液層組成物としては、カチオン重合性を有
するパーフルオロアルキル組成物やパーフルオロポリエーテル組成物が好適に用いられる
。カチオン重合性を有するパーフルオロアルキル組成物は、カチオン重合性基及びパーフ
ルオロアルキル基を有する樹脂を含む組成物である。パーフルオロポリエーテル組成物は
、パーフルオロポリエーテル基を有する樹脂を含む組成物である。
【００４１】
　さらには、フッ素含有基を有する化合物としては、特表２００７－５１８５８７号公報
に示される、フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物と、カチオン重合性基を有す
る加水分解性シラン化合物と、を含む混合物の縮合生成物を好適に挙げられる。
【００４２】
　フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物として、式（Ｉ）で表されるフルオロア
ルキル基を有するアルコキシシランが好適に用いられる。
 
【００４３】
【化１】

【００４４】
　式（Ｉ）において、Ｒfは炭素原子に結合した１個から３０個のフッ素原子を有する非
加水分解性置換基を示し、Ｒは非加水分解性置換基を示し、Ｘは加水分解性置換基を示し
、ｂは０から２の整数、好ましくは０または１、特に０である。
 
【００４５】
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　Ｒｆは、パーフルオロアルキル基を含むアルキル基であることが好ましい。
【００４６】
　特定の好ましい置換基Ｒfは、ＣＦ3（ＣＦ2）n－Ｚ－であり、ここでｎ及びＺは下記一
般式（ＩＶ）で定められるように定められる。なお、式（ＩＶ）は、上記フルオロアルキ
ル基を有するアルコキシシランの好ましい形態である。
 
【００４７】
【化２】

【００４８】
　式（ＩＶ）中、Ｘは一般式（Ｉ）と同じに定められ、好ましくはメトキシまたはエトキ
シである。Ｚは二価の有機基である。ｎは、０から２０の整数であり、好ましくは３から
１５の整数であり、より好ましくは５から１０の整数である。好ましくは、Ｚは１０個を
超えない炭素原子を含有する。Ｚは、より好ましくはメチレン、エチレン、プロピレン、
ブチレン、メチレンオキシ、エチレンオキシ、プロピレンオキシ及びブチレンオキシなど
、６個を超えない炭素原子を有する二価のアルキレン基またはアルキレンオキシ基である
。最も好ましいのはエチレン基である。
 
【００４９】
　式（ＩＶ）で表される化合物（化合物ＩＶとも称す）の具体例として、以下のパーフル
オロアルキル基を有する化合物が挙げられるが、本発明はこれら以下の化合物に限定され
ない。
 
【００５０】
　ＣＦ3－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
　Ｃ2Ｆ5－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
　Ｃ4Ｆ9－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
　Ｃ6Ｆ13－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
　Ｃ8Ｆ17－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
　Ｃ10Ｆ21－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3；
Ｘは、メトキシ基またはエトキシ基である。
【００５１】
　縮合生成物は、二種以上のフッ素含有基を有する加水分解性シランを用いて調製される
ことが好ましい。また、縮合生成物は、二種のフッ素含有基を有する加水分解性シランを
用いて調製されることが好ましく、それぞれが含有するフッ素原子の数が異なることがよ
り好ましい。
 
【００５２】
　例えば、Ｃ6Ｆ13－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3、Ｃ8Ｆ17－Ｃ2Ｈ4－ＳｉＸ3及びＣ10Ｆ21－Ｃ2Ｈ4

－ＳｉＸ3が同時に用いられる場合である。上記フッ素含有基は、内部撥液層組成物の表
面に配列される傾向を有する。この時、異なる長さのフルオロアルキル基の存在下では、
すべてのフルオロアルキル基が同じ長さを有する場合と比べて、表面のフッ化物濃度が高
くなるので、撥液性及び記録液抵抗性が改善される。この現象の理由については明らかで
ないが、フルオロアルキル基は直線の形状を有し、フッ素原子の高い電子密度の斥力に対
して表面で最適な立体配座をとるので、異なる長さのフルオロアルキル基は、自身のより
高い密度で存在できると考えられる。
【００５３】
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　パーフルオロポリエーテル基を有する加水分解性化合物としては、特に限定されないが
、下記式（１）、（２）、（３）及び（４）で表される化合物の少なくとも一種であるこ
とが好ましい。
【００５４】
【化３】

【００５５】
【化４】

【００５６】
【化５】

【００５７】
【化６】

【００５８】
　前記式（１）、（２）、（３）及び（４）中、Ｒｐは式（５）で表わされるパーフルオ
ロポリエーテル基、Ａは炭素数１から１２の結合基である。さらに、Ｘは加水分解性置換
基、Ｙ及びＲは非加水分解性置換基、Ｚは水素原子又はアルキル基、Ｑは２価又は３価の
結合基である。ここでＱが２価のときｎ及びｍ＝１、Ｑが３価のときｎ及びｍ＝２である
。ａは１から３の整数、ｍは１から４の整数である。
【００５９】
【化７】

【００６０】
　前記式（５）中、ｏ、ｐ、ｑ及びｒはそれぞれ０又は１以上の整数であり、ｏ、ｐ、ｑ
及びｒの少なくとも一つは１以上の整数である。ｏ、ｐ、ｑ又はｒは、１から３０の整数
であることが好ましい。
【００６１】
　パーフルオロポリエーテル基とは、パーフルオロアルキル基と酸素原子からなるユニッ
トが１つ以上連なった基である。具体的には、パーフルオロポリエーテル基（Ｒｐと表わ
す）は式（５）で表される基であることが好ましい。式（５）中、（）内で表わされる部
分がそれぞれのユニットであり、そのユニットの数を示すｏ、ｐ、ｑ及びｒで表わされる
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【００６２】
　前記式（１）、（２）、（３）及び（４）中のＸとしては、例えばハロゲン原子、アル
コキシ基、アミノ基、水素原子等が挙げられる。その中でも、加水分解反応により脱離し
た基がカチオン重合反応を阻害せず、反応性の制御がしやすいという観点から、メトキシ
基、エトキシ基、プロポキシ基等のアルコキシ基が好ましい。非加水分解性置換基Ｙ及び
Ｒとしては、炭素数１から２０のアルキル基やフェニル基等が挙げられ、それぞれ同一の
官能基でも異なる官能基でもかまわない。Ｚのアルキル基としては、メチル基、エチル基
、プロピル基等が挙げられる。Ｑとしては、炭素原子、窒素原子等が挙げられる。Ａの炭
素数１から１２の有機基としては、メチル基、エチル基、プロピル基等のアルキル基等が
挙げられる。また置換基を有するアルキル基も用いられる。
【００６３】
　パーフルオロポリエーテル基を有するシラン化合物の好ましい具体例としては、下記式
（９）、（１０）、（１１）、（１２）及び（１３）で表される化合物が挙げられる。
【００６４】
【化８】

【００６５】
　（式（９）中、ｓは１～３０の整数、ｍは１～４の整数である。）。
【００６６】
【化９】

【００６７】
　（式（１０）中、ｔは１～３０の整数である。）。
【００６８】
【化１０】

【００６９】
　（式（１１）中、ｅ及びｆは１～３０の整数である。）。
【００７０】
【化１１】

【００７１】
　（式（１２）中、ｇは１～３０の整数である。）。
【００７２】
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【化１２】

【００７３】
　（式（１３）中、Ｒｍはメチル基または水素原子、ｈは１～３０の整数である。）。
【００７４】
　式（９）～式（１３）において、繰り返し単位数である、ｓ、ｔ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈは、
３～２０であることが好ましい。３よりも小さいと撥水性が低下する傾向があり、３０よ
りも大きいと溶剤に対する溶解性が低下する。特にアルコール等の非フッ素系汎用溶媒中
で縮合反応を行う際には、３～１０であることが好ましい。
【００７５】
　市販のパーフルオロポリエーテル基含有シラン化合物としては、ダイキン工業（株）製
「オプツールＤＳＸ」、「オプツールＡＥＳ」、信越化学工業（株）製「ＫＹ－１０８」
、「ＫＹ－１６４」、住友スリーエム（株）製「Ｎｏｖｅｃ１７２０」、ソルベイソレク
シス（株）製「フルオロリンクＳ１０」などが挙げられる。
【００７６】
　次に、カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合物の例は、以下の式（ＩＩ）で
表される。
 
【００７７】

【化１３】

【００７８】
　式（ＩＩ）において、ＲCはカチオン重合性基を有する非加水分解性置換基であり、Ｒ
は非加水分解性置換基であり、Ｘは加水分解性置換基であり、ｂは０から２の整数である
。
 
【００７９】
　カチオン重合性基としては、エポキシ基、オキセタン基、ビニルエーテル基等によって
表される環状エーテル基を挙げることができる。入手の容易さ及び反応制御の観点で、エ
ポキシ基が好ましい。
【００８０】
　カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合物としては、以下の化合物が好ましい
。グリシドオキシプロピルトリメトキシシラン、グリシドオキシプロピルトリエトキシシ
ラン、エポキシシクロヘキシルエチルトリメトキシシラン、エポキシシクロヘキシルエチ
ルトリエトキシシラン等。
【００８１】
　なお、本発明は、上記列挙した化合物には限定されない。
【００８２】
　本発明では、内部撥液層は、フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物とカチオン
重合性基を有する加水分解性シラン化合物とを含む混合物の縮合生成物の硬化物からなる
ことが好ましい。縮合生成物を得るための混合物は、フッ素含有基を有する加水分解性シ
ラン化合物及びカチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合物に加えて、アルキル置
換、アリール置換または非置換加水分解性シラン化合物を含むことが好ましい。前記アル
キル置換、アリール置換または非置換加水分解性シラン化合物は、撥液層の物理的性質を
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制御するために有用である。
【００８３】
　前記アルキル置換、アリール置換または非置換加水分解性シラン化合物の例は、以下の
一般式（ＩＩＩ）
 
【００８４】
【化１４】

【００８５】
で示される。
【００８６】
　Ｒaは、置換または非置換アルキル及び置換または非置換アリールから選ばれる非加水
分解性置換基であり、Ｘは、加水分解性置換基であり、ａは０から３の整数である。特に
、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、テトラプロポキシシラン、メチルトリ
メトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、メチルトリプロポキシシラン、エチルトリ
メトキシシラン、エチルトリエトキシシラン、エチルトリプロポキシシラン、プロピルト
リメトキシシラン、プロピルトリエトキシシラン、プロピルトリプロポキシシラン、フェ
ニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、フェニルトリプロポキシシラン
、ジフェニルジメトキシシラン、ジフェニルジエトキシシラン、ジメチルジメトキシシラ
ン、ジメチルジエトキシシラン等が挙げられる。本発明は、上記化合物に限定されない。
【００８７】
　縮合生成物を得るための混合物の組成、すなわちフッ素含有基を有する加水分解性シラ
ン化合物、前記カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合物及びアルキル置換、ア
リール置換または非置換加水分解性シラン化合物の組み合わせ比は、使用法によって適切
に定められる。フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物の混合物中の含有量は、０
．５～２０モル％であることが好ましく、１～１０モル％であることがより好ましい。含
有量が０．５モル％より低いと十分な撥液性が得られない場合があり、含有量が２０モル
％より高いと均一な撥液層が得られない場合がある。
【００８８】
　さらに、前記カチオン重合性基を有する加水分解性シラン化合物と、アルキル置換、ア
リール置換または非置換加水分解性シラン化合物との組み合わせ比は、１０：１～１：１
０の範囲であることが好ましい。
【００８９】
　本実施形態の内部撥液層は、フッ素含有基を有する前記加水分解性シラン化合物、前記
カチオン重合性基を有する前記加水分解性シラン化合物及び、必要なら、アルキル置換、
アリール置換または非置換加水分解性シラン化合物の縮合生成物を硬化させることによっ
て、形成されることができる。
【００９０】
　縮合生成物は、フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物、前記カチオン重合性基
を有する加水分解性シラン化合物及び、必要なら、アルキル置換、アリール置換または非
置換加水分解性シラン化合物の加水分解反応を水の存在下で実行することによって調製さ
れる。
【００９１】
　生成物の縮合の度合いは、縮合反応の温度、ｐＨ等によって適切に制御できる。さらに
、金属アルコキシドを加水分解反応の触媒として用い、加水分解反応の結果として縮合の
度合いを制御することも可能である。金属アルコキシドとして、アルミニウムアルコキシ
ド、チタンアルコキシド、ジルコニウムアルコキシド及びその錯体（アセチルアセトン錯
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体等）が好ましい。
【００９２】
　さらに、カチオン光重合開始剤として、オニウム塩、ホウ酸塩、イミド構造を有する化
合物、トリアジン構造を有する化合物、アゾ化合物または過酸化物が参照される。感度及
び安定性から、芳香族スルホニウム塩または芳香族ヨードニウム塩が望ましい。
【００９３】
　内部撥液層組成物は、エポキシ基を有する加水分解性シラン化合物と、パーフルオロポ
リエーテル基及びパーフルオロアルキル基からなる群から選ばれる少なくとも１種のフッ
素含有基を有する加水分解性シラン化合物と、を含む組成物の縮合生成物を含むことが好
ましい。
【００９４】
　図２（Ｃ）において、フィルム上に形成された内部撥液層組成物は、熱処理されること
もできる。フッ素含有基は熱処理により、組成物の表面側に偏析する傾向を有するため、
該熱処理により最終的に得られる内部撥液層の撥水性をより向上することができる。特に
フッ素含有基を有する加水分解性シラン化合物を含む縮合生成物を用いる場合、熱処理に
よりフッ素含有基が組成物表面に偏析する傾向を有する。該熱処理の温度は、例えば、７
０～２００℃であり、９０℃～１２０℃であることが好ましい。
【００９５】
　次に、図２（Ｄ）に示すように、流路側壁形成部材４及び第一の感光性樹脂組成物（未
露光部）１２上に、ラミネート法を用いて、フィルム基材１４上に形成された内部撥液層
組成物１６及び第二の感光性樹脂組成物１５を転写する。該転写により、内部撥液層組成
物１６が下側、つまり基板２側を向くように配置される。該転写によって、内部撥液層組
成物１６が流路側壁形成部材４や第一の感光性樹脂組成物１２に接して配置される。
 
【００９６】
　さらに、必要に応じて、図に示すように、第二の感光性樹脂組成物１５の上に、表面撥
液層組成物１７を形成すこともできる。
【００９７】
　表面撥液層組成物１７は、内部撥液層組成物１６と同様に、カチオン重合性を有するパ
ーフルオロアルキル組成物や、パーフルオロポリエーテル組成物が好適に用いられる。
【００９８】
　表面撥液層組成物１７として、グリシジルプロピルトリエトキシシラン、メチルトリエ
トキシシラン、２－パーフルオロデシルエチルトリエトキシシラン、水及びエタノールに
よって加水分解性縮合生成物を生成し、エタノールで不揮発物含量３０％程度に希釈した
組成物を用いることができる。
【００９９】
　また、第一の感光性樹脂組成物１２をパターン露光する前に、内部撥液層組成物１６及
び第二の感光性樹脂組成物１５を第一の感光性樹脂組成物上に転写することも可能である
。
【０１００】
　次に、図２（Ｅ）に示すように、吐出口パターンを有する吐出口形成用の第二のマスク
１８を介して、第二の感光性樹脂組成物１５、内部撥液層組成物１６、及び表面撥液層組
成物１７をパターン露光する。図２において、露光部の各組成物が硬化している。
【０１０１】
　該露光の際、内部撥液層組成物１６を十分に硬化させるため、露光量を適宜調整するこ
とが好ましい。内部撥液層組成物１６を十分に硬化させることにより、形成される内部撥
液層の純水に対する接触角を向上させることができる。例えば、露光量は６００J／ｍ２

以上であることが好ましい。
【０１０２】
　さらに、必要に応じて、熱処理（ベーク処理）することで露光部をさらに硬化させ、ノ
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ズル形成部材９、内部撥液層１０、表面撥液層１１を形成する。
【０１０３】
　第二のマスク１８は、露光波長の光を透過するガラスや石英などの材質からなる基板に
、吐出口のパターンに合わせてクロム膜などの遮光膜が形成されたものである。
【０１０４】
　露光装置としては、ｉ線露光ステッパー、ＫｒＦステッパーなどの単一波長の光源や、
マスクアライナーＭＰＡ－６００Ｓｕｐｅｒ（商品名、キヤノン社製）などの水銀ランプ
のブロード波長を光源に持つ投影露光装置を用いることができる。
【０１０５】
　吐出口の開口形状は、特に制限されるものではなく、例えば、円形状以外にも、吐出特
性などを考慮して、図３（ａ）～（ｃ）に示す形を挙げることができる。吐出口の開口形
状は、適宜選択することができる。特に、吐出口の開口形状を、図３（ｃ）のような吐出
口内に突起２１を設けた形状とすることで、突起２１間に液体を効率的に保持することが
でき、インク液滴吐出時にインク滴が複数（主滴とサテライト）に分割することを低減し
、高画質印字を実現することができる。
【０１０６】
　次に、図２（Ｆ）に示すように、第一の感光性樹脂組成物１２、第二の感光性樹脂組成
物１５、内部撥液層組成物１６、及び表面撥液層組成物１７の未硬化部を有機溶剤等を用
いて除去し、吐出口７、液流路５を形成する。
【０１０７】
　次に、図２（Ｇ）に示すように、アルカリ系エッチング液を用いて、第一の面と反対側
の面である第二の面側から基板をエッチングして供給口３を形成し、必要に応じて熱処理
をしてインクジェット記録ヘッドを製造する。
【０１０８】
　（第二の実施形態）
　本実施形態で製造される液体吐出ヘッドにおいて、流路形成部材は、液流路５の上壁面
６に、フッ素成分を含有し、純水に対する接触角が７０°以上である面を有する内部撥液
層を有する。また、流路形成部材は、吐出口７を形成する吐出口形成部材と、液流路の側
壁を形成する流路側壁形成部材４と、を含んで構成され、吐出口形成部材は、内部撥液層
１０及びノズル形成部材９を含む。また、内部撥液層は、ノズル形成部材９の材料である
第二の感光性樹脂組成物１５中にフッ素含有基を有する化合物を含有させ、熱処理（ベー
ク処理）することにより、前記フッ素含有基を表面に偏析させることで形成することがで
きる。
【０１０９】
　一般に、パーフルオロアルキル組成物やパーフルオロポリエーテル組成物は、塗布後の
ベーク処理によって、フッ素含有基が、組成物と空気との界面に偏析することが知られて
いる。この組成物と空気との界面又はその付近に偏析したフッ素含有基が、第二の感光性
樹脂組成物１５の表面に形成された内部撥液層を形成することができる。これにより、内
部撥液層を形成するための層を別途塗布することなく、容易に内部撥液層を形成すること
ができる。
【０１１０】
　フッ素含有基を偏析させる際に行う熱処理の温度は、特に制限されるものではないが、
例えば、７０℃以上２００℃以下であり、１２０℃以下であることが好ましい。
【０１１１】
　図４は、本実施形態のインクジェット記録ヘッドの製造方法の一例を示す断面工程図で
あり、図１（Ｂ）と同じ位置に相当する模式的断面図である。
【０１１２】
　まず、図４（Ａ）及び図４（Ｂ）の工程は、上述の第一の実施形態における図２（Ａ）
及び（Ｂ）の工程と同じであるので説明を省略する。
【０１１３】
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　次に、図４（Ｃ）に示すように、ＰＥＴやポリイミド等からなるフィルム基材１４上に
、ノズル形成部材９の材料であり、内部撥液層を形成するための第二の感光性樹脂組成物
１５を形成する。該第二の感光性樹脂組成物は、実施形態１の内部撥液層組成物と同様の
材料を含有することができる。第二の感光性樹脂組成物は、例えば、フッ素含有基を有す
る化合物を含有し、該フッ素含有基を有する化合物としては、実施形態１で説明した縮合
生成物を用いることができる。そして、第二の感光性樹脂組成物を熱処理し、フッ素含有
基を表面側に偏析させ、内部撥液層となる部分を形成する。
【０１１４】
　本実施形態において、第二の感光性樹脂組成物は、フッ素含有基を有する化合物に加え
て、エポキシ基を２個以上有するカチオン重合性樹脂と、光を吸収して酸を発生する光酸
発生剤と、を含むことが好ましい。また、上述のように、フッ素含有基を有する化合物は
、カチオン重合性基（好ましくはエポキシ基）を有する加水分解性シラン化合物及びフッ
素含有基を有する加水分解性シラン化合物を含む混合物の縮合生成物であることが好まし
い。フッ素含有基は、パーフルオロポリエーテル基及びパーフルオロアルキル基からなる
群から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。カチオン重合性樹脂の含有量は、
ノズル形成部材に求められる強度等を考慮して適宜調整することができる。これらの成分
を含有することにより、硬化物がノズル形成部材として要求される強度を有すると同時に
、前記熱処理によりフッ素含有基を表面側に偏析させることができる。この組成物の表面
側に偏析したフッ素含有基の層を、純水に対する接触角が７０°以上である内部撥液層の
形成に用いることができる。なお、偏析によって組成物表面のフッ素含有基の濃度が高く
なり、この部分が内部撥液層となる。
 
【０１１５】
　熱処理の温度は、例えば、７０℃以上２００℃以下であり、１２０℃以下であることが
好ましい。
【０１１６】
　次に、図４（Ｄ）に示すように、流路側壁形成部材４及び第一の感光性樹脂組成物（未
露光部）１２上に、ラミネート法を用いて、フィルム基材１４上に形成され、表面側にフ
ッ素含有基が偏析した層を有する第二の感光性樹脂組成物１５を転写する。
【０１１７】
　さらに、必要に応じて、図に示すように、第二の感光性樹脂組成物１５の上に、表面撥
液層組成物１７を形成することもできる。
 
【０１１８】
　次に、図４（Ｅ）に示すように、吐出口パターンを有する吐出口形成用の第二のマスク
１８を介して、第二の感光性樹脂組成物１５及び表面撥液層組成物１７をパターン露光す
る。図４において、露光部の各組成物が硬化している。
 
【０１１９】
　該露光の際、第二の感光性樹脂組成物１５を十分に硬化させるため、また内部撥液層の
撥水性を十分に向上させるため、露光量を適宜調整することが好ましい。
【０１２０】
　さらに、必要に応じて、熱処理（ベーク処理）することで露光部をさらに硬化させ、ノ
ズル形成部材９、内部撥液層（不図示）、表面撥液層１１を形成する。
【０１２１】
　次に、図４（Ｆ）に示すように、第一の感光性樹脂組成物１２、第二の感光性樹脂組成
物１５、及び表面撥液層組成物１７の未硬化部を有機溶剤等を用いて除去し、吐出口７、
液流路５を形成する。
【０１２２】
　次に、図４（Ｇ）に示すように、アルカリ系エッチング液を用いて、第一の面と反対側
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をしてインクジェット記録ヘッドを製造する。
【０１２３】
　以下に本発明の実施例を示し、さらに本発明を詳細に説明する。
【０１２４】
　［実施例１］
　本実施例では図２（Ａ）～（Ｇ）に示す工程によりインクジェット記録ヘッドを作製し
た。
【０１２５】
　まず、図２（Ａ）に示すように、第一の面（表面）上にエネルギー発生素子１が形成さ
れた基板２の上に、流路側壁形成部材４の材料である第一の感光性樹脂組成物１２として
、表１に示す組成を有するカチオン重合型のエポキシ樹脂組成物を１５μｍの厚さで塗布
し、９０℃で５分間熱処理した。
【０１２６】
　次に、図２（Ｂ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、第一の
マスク１３を介して８０００Ｊ／ｍ２で第一の感光性樹脂組成物１２にインク流路のパタ
ーンが形成されるように露光した。そして、５０℃で３分間熱処理をし、流路側壁形成部
材４を形成した。
【０１２７】
　次に、図２（Ｃ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４上に、ノズル形
成部材９の材料である第二の感光性樹脂組成物１５として、表２に示す組成を有するカチ
オン重合型のエポキシ樹脂組成物を５μｍの厚さで塗布し、９０℃で６０分間熱処理した
。
【０１２８】
　そして、内部撥液層１０を形成するための材料である内部撥液層組成物１６を、スリッ
トコート法にて第二の感光性樹脂組成物１５の上に塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
【０１２９】
　内部撥液層組成物１６は、以下手順で合成した加水分解性縮合生成物をエタノールで不
揮発物含量３０％に希釈したものを用いた。加水分解性縮合生成物は、グリシジルプロピ
ルトリエトキシシラン２８グラム（０．１モル）、メチルトリエトキシシラン１８グラム
（０．１モル）、トリデカフルオロ－１，１，２，２－テトラヒドロオクチルトリエトキ
シシラン６．６グラム（０．０１３モル、加水分解性シラン化合物の合計量の６モル％に
等しい）、水１７．３グラム及びエタノール３７ｇを室温で撹拌し、続いて２４時間還流
することによって得た。
【０１３０】
　次に、図２（Ｄ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながらフィルム基材１４上の第二の感光性樹脂組成物１５と内部撥液層組成
物１６を第一の感光性樹脂組成物１２及び流路側壁形成部材４の上に転写した。そして、
第二の感光性樹脂組成物１５の上に、表面撥液層組成物１７を塗布し、７０℃で３分間熱
処理した。
【０１３１】
　表面撥液層組成物１７としては、内部撥液層組成物１６と同じ材料を用いた。
【０１３２】
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【表１】

【０１３３】
【表２】

【０１３４】
　次に、図２（Ｅ）に示すように、吐出口パターンを有する第二のマスク１８を介して、
第二の感光性樹脂組成物１５、内部撥液層組成物１６、表面撥液層組成物１７をパターン
露光した。
【０１３５】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は８００Ｊ／ｍ２とし
た。
【０１３６】
　さらに、熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、ノズル形成部材９、内部
撥液層１０、表面撥液層１１を形成し、吐出口形成部材（オリフィスプレート）３０を形
成した。
【０１３７】
　第二のマスク１８の吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０１３８】
　次に、図２（Ｆ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、第一の感光性樹脂組成物１２、第二の感光性樹脂組成物１５、内部撥液
層組成物１６、及び表面撥液層組成物１７の未硬化部を溶解除去した。これにより、吐出
口７及び液流路５を形成した。
【０１３９】
　次に、吐出口７及び液流路５をポリメチルイソプロペニルケトン（東京応化工業社製、
商品名：ＯＤＵＲ－１０１０）で充填し、表面撥液層１１をゴム膜で保護した（不図示）
。そして、図２（Ｇ）に示すように、アルカリ系エッチング液を用いて基板２を第一の面
と反対側の面である第二の面（裏面）側からエッチングし、基板２にインク供給口３を形
成した。
【０１４０】
　そして、ゴム膜及びポリメチルイソプロペニルケトンを除去した。そして、２００℃で
１時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手段を適宜配置した。
【０１４１】
　以上の工程により、液流路の上壁面６に内部撥液層１０が形成されたインクジェット記
録ヘッドを得た。
【０１４２】
　［実施例２］
　本実施例では図４（Ａ）～（Ｇ）に示す工程によりインクジェット記録ヘッドを作製し
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た。
【０１４３】
　なお、本実施例は、ノズル形成部材を形成するための組成物にフッ素含有基を有する化
合物を含ませ、該組成物の加熱によって組成物表面にフッ素含有基を偏析させた。
【０１４４】
　まず、図４（Ａ）に示すように、第一の面上にエネルギー発生素子１が形成された基板
２の上に、第一の感光性樹脂組成物１２として、表１に示す組成を有するカチオン重合型
のエポキシ樹脂組成物を１５μｍの厚さで塗布し、９０℃で５分間熱処理した。
【０１４５】
　次に、図４（Ｂ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、第一の
マスク１３を介して８０００Ｊ／ｍ２で第一の感光性樹脂組成物１２にインク流路のパタ
ーンが形成されるように露光した。そして、５０℃で３分間熱処理をし、流路側壁形成部
材４を形成した。
【０１４６】
　次に、図４（Ｃ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４上に、フッ素含
有基を有する化合物を含む第二の感光性樹脂組成物（フッ素含有組成物）１５を５μｍの
厚さで塗布し、９０℃で６０分間熱処理した。
【０１４７】
　第二の感光性樹脂組成物１５としては、表２に示すカチオン重合型のエポキシ樹脂組成
物に、実施例１で用いた内部撥液層組成物を５質量％の割合で添加したものを用いた。
【０１４８】
　フッ素含有基（例えばフルオロアルキル基）を有する化合物を含む第二の感光性樹脂組
成物を熱処理することにより、該第二の感光性樹脂組成物の表面付近（空気との界面付近
）にフッ素含有基を偏析させ、表面付近のフッ素成分の濃度を高くすることができる。
【０１４９】
　次に、図４（Ｄ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながらフィルム基材１４上の第二の感光性樹脂組成物１５を第一の感光性樹
脂組成物１２の上に転写した。さらに、第二の感光性樹脂組成物１５上に、表面撥液層組
成物１７を塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
【０１５０】
　表面撥液層組成物１７としては、実施例１で用いた内部撥液層組成物１６と同じ材料を
用いた。
【０１５１】
　次に、図４（Ｅ）に示すように、吐出口パターンを有する第二のマスク１８を介して、
第二の感光性樹脂組成物１５、表面撥液層組成物１７をパターン露光した。
【０１５２】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は８００Ｊ／ｍ２とし
た。
【０１５３】
　さらに、熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、ノズル形成部材９、内部
撥液層、表面撥液層１１を形成した。
【０１５４】
　第二のマスク１８の吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０１５５】
　次に、図４（Ｆ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、第二の感光性樹脂組成物１５、及び表面撥液層組成物１７の未硬化部を
溶解除去し、吐出口７、及び液流路５を形成した。
【０１５６】
　次に、吐出口７及び液流路５をポリメチルイソプロペニルケトン（東京応化工業社製、
商品名：ＯＤＵＲ－１０１０）で充填し、表面撥液層１１をゴム膜で保護した（不図示）
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。そして、図４（Ｇ）に示すように、アルカリ系エッチング液を用いて基板２を第一の面
と反対側の面である第二の面側からエッチングし、基板２にインク供給口３を形成した。
そして、ゴム膜及びポリメチルイソプロペニルケトンを除去した。そして、２００℃で１
時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手段を適宜配置した。
【０１５７】
　以上の工程により、液流路の上壁面６に内部撥液層が形成されたインクジェット記録ヘ
ッドを得た。
【０１５８】
　［実施例３］
　本実施例では図５（Ａ）～（Ｇ）に示す工程によりインクジェット記録ヘッドを作製し
た。
【０１５９】
　なお、本実施例は、実施例２と同様に、ノズル形成部材を形成するための組成物にフッ
素含有基を有する化合物を含ませ、該組成物の加熱によって組成物表面にフッ素含有基を
偏析させた。
【０１６０】
　まず、図５（Ａ）に示すように、第一の面上にエネルギー発生素子１が形成された基板
２の上に、第一の感光性樹脂組成物１２として、表１に示す組成を有するカチオン重合型
のエポキシ樹脂組成物を１５μｍの厚さで塗布し、９０℃で５分間熱処理した。
【０１６１】
　次に、図５（Ｂ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４上に、フッ素含
有基を有する化合物を含む第二の感光性樹脂組成物１５を５μｍの厚さで塗布し、９０℃
で６０分間熱処理した。
【０１６２】
　実施例２と同様に、第二の感光性樹脂組成物１５としては、表２に示すカチオン重合型
のエポキシ樹脂組成物に、実施例１で用いた内部撥液層組成物を５質量％の割合で添加し
たものを用いた。
【０１６３】
　フッ素含有基を有する化合物（例えばフルオロアルキル基を有する化合物）を含む第二
の感光性樹脂組成物を熱処理することにより、該第二の感光性樹脂組成物の表面付近（空
気との界面付近）にフッ素含有基を偏析させ、組成物表面のフッ素成分の濃度を高くする
ことができる。
 
【０１６４】
　次に、図５（Ｃ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながらフィルム基材１４上の第二の感光性樹脂組成物１５を第一の感光性樹
脂組成物１２の上に転写した。さらに、第二の感光性樹脂組成物１５上に、表面撥液層組
成物１７を塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
【０１６５】
　表面撥液層組成物１７としては、実施例１で用いた内部撥液層組成物１６と同じ材料を
用いた。
【０１６６】
　次に、図５（Ｄ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、第一の
マスク１３を介して、１００００Ｊ／ｍ２で第一の感光性樹脂組成物１２にインク流路パ
ターンが形成されるように露光し、流路側壁形成部材４を形成した。
【０１６７】
　次に、図５（Ｅ）に示すように、吐出口パターンを有する第二のマスク１８を介して、
第二の感光性樹脂組成物１５、表面撥液層組成物１７をパターン露光した。
【０１６８】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は８００Ｊ／ｍ２とし
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た。
【０１６９】
　さらに、熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、ノズル形成部材９、内部
撥液層、表面撥液層１１を形成した。
【０１７０】
　第二のマスク１８の吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０１７１】
　次に、図５（Ｆ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、第一の感光性樹脂組成物１２、第二の感光性樹脂組成物１５、表面撥液
層組成物１７の未硬化部を溶解除去し、吐出口７、及び液流路５を形成した。
【０１７２】
　次に、吐出口７及び液流路５をポリメチルイソプロペニルケトン（東京応化工業社製、
商品名：ＯＤＵＲ－１０１０）で充填し、表面撥液層１１をゴム膜で保護した（不図示）
。そして、図５（Ｇ）に示すように、アルカリ系エッチング液を用いて基板２に第一の面
と反対側の面である第二の面側からエッチングし、基板２にインク供給口３を形成した。
そして、ゴム膜及びポリメチルイソプロペニルケトンを除去した。そして、２００℃で１
時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手段を適宜配置した。
【０１７３】
　以上の工程により、液流路の上壁面６に内部撥液層が形成されたインクジェット記録ヘ
ッドを得た。
【０１７４】
　［実施例４］
　本実施例では図６（Ａ）～（Ｉ）に示す工程によりインクジェット記録ヘッドを作製し
た。
【０１７５】
　なお、本実施例では、実施例２及び３と同様に、ノズル形成部材を形成するための組成
物にフッ素含有基を有する化合物を含ませ、該組成物の加熱によって組成物表面にフッ素
成分を偏析させた。
【０１７６】
　また、本実施例では、液流路が段差を有し、吐出口の下部開口（基板側開口）の周囲に
内部撥液層が配置された形態を有するインクジェット記録ヘッドを作製した。
【０１７７】
　まず、図６（Ａ）に示すように、第一の面上にエネルギー発生素子１が形成された基板
２上に、ポリメチルイソプロペニルケトン（東京応化工業社製、商品名：ＯＤＵＲ－１０
１０）からなるポジ型感光性樹脂を厚さ１５μｍ塗布し、１２０℃で５分加熱処理した。
そして、液流路の型パターンを形成するための第一のマスク１３を介して、露光装置ＵＸ
３０００（商品名、ウシオ電機）によって露光した。そして、現像処理を施し、液流路の
型材となる流路パターン１９を形成した。
【０１７８】
　次に、図６（Ｂ）に示すように、流路パターン１９の上に、第一の感光性樹脂組成物１
２として、表１に示す組成を有するカチオン重合型のエポキシ樹脂組成物を基板面（第一
の面）から２０μｍの厚さで塗布し、９０℃で５分間熱処理した。
【０１７９】
　次に、図６（Ｃ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４上に、フッ素成
分を含む第二の感光性樹脂組成物１５を５μｍの厚さで塗布し、９０℃で６０分間熱処理
した。
【０１８０】
　実施例２と同様に、フッ素含有基を有する化合物を含む第二の感光性樹脂組成物１５と
しては、表２に示すカチオン重合型のエポキシ樹脂組成物に、実施例１で用いた内部撥液
層組成物を５質量％の割合で添加したものを用いた。
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【０１８１】
　フッ素含有基を有する化合物を含む第二の感光性樹脂組成物を熱処理することにより、
該第二の感光性樹脂組成物の表面付近（空気との界面付近）にフッ素含有基を偏析させ、
フッ素成分の濃度を高くすることができる。
【０１８２】
　次に、図６（Ｄ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながらフィルム基材１４上の第二の感光性樹脂組成物１５を第一の感光性樹
脂組成物１２の上に転写した。さらに、第二の感光性樹脂組成物１５上に、表面撥液層組
成物１７を塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
【０１８３】
　表面撥液層組成物１７としては、実施例１で用いた内部撥液層組成物１６と同じ材料を
用いた。
【０１８４】
　次に、図６（Ｅ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、第Ｉの
マスク（多段流路形成用マスク）２０を介して１００００Ｊ／ｍ２で第一の感光性樹脂組
成物１２にインク流路のパターンが形成されるように露光し、流路側壁形成部材４を形成
した。
 
【０１８５】
　次に、図６（Ｆ）に示すように、吐出口パターンを有する第二のマスク１８を介して、
第二の感光性樹脂組成物１５、表面撥液層組成物１７をパターン露光した。
【０１８６】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は８００Ｊ／ｍ２とし
た。露光波長には、第二の感光性樹脂組成物１５が感光し、第一の感光性樹脂組成物１２
は感光しない波長を選択した。
【０１８７】
　さらに熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、ノズル形成部材９、内部撥
液層、表面撥液層１１を形成した。
【０１８８】
　吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０１８９】
　次に、図６（Ｇ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、第一の感光性樹脂組成物１２、第二の感光性樹脂組成物１５、及び表面
撥液層組成物１７の未硬化部を溶解除去した。これにより、吐出口７及び該吐出口に連通
する液流路の一部（上部）を形成した。
【０１９０】
　次に、図６（Ｈ）に示すように、表面撥液層１１をゴム膜で保護した後（不図示）、ア
ルカリ系エッチング液を用いて、基板２にインク供給口３を形成した。
【０１９１】
　そして、インク供給口３を形成した後、ゴム膜を取り去った。
【０１９２】
　次に、図６（Ｉ）に示すように、流路パターン１９を乳酸メチルを用いて溶解除去し、
液流路５を形成した。
【０１９３】
　次に、２００℃で１時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手段
を適宜配置した。
【０１９４】
　以上の工程により、液流路の上壁面６に内部撥液層が形成されたインクジェット記録ヘ
ッドを得た。
【０１９５】



(24) JP 6351274 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　［実施例５］
　本実施例では図７（Ａ）～（Ｉ）に示す工程によりインクジェット記録ヘッドを作製し
た。
【０１９６】
　本実施例では、ノズル形成部材がノズル下層形成部材とノズル上層形成部材の２つの層
から構成され、これらの層の間に内部撥液層が配置された構成を有するインクジェット記
録ヘッドを作製した。該内部撥液層は、インクがノズル上層形成部材に浸潤することを抑
制するバリア層として機能する。
【０１９７】
　まず、図７（Ａ）に示すように、第一の面上にエネルギー発生素子１が形成された基板
２上に、第一の感光性樹脂組成物１２として、表１に組成を示すカチオン重合型のエポキ
シ樹脂組成物を基板面から１５μｍの厚さで塗布し、９０℃で５分間熱処理した。
【０１９８】
　次に、図７（Ｂ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、第一の
マスク１３を介して８０００Ｊ／ｍ２で第一の感光性樹脂組成物１２にインク流路のパタ
ーンが形成されるように露光し、５０℃３分間熱処理をして流路側壁形成部材４を形成し
た。
【０１９９】
　次に、図７（Ｃ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４ａ上に、ノズル
下層形成部材の材料である下層側感光性樹脂組成物２２を２μｍの厚さで塗布し、９０℃
で６０分間熱処理した。
【０２００】
　次に、図７（Ｄ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながら第一のフィルム基材１４ａ上の下層側感光性樹脂組成物２２を流路側
壁形成部材４及び第一の感光性樹脂組成物１２の上に転写した。
 
【０２０１】
　次に、図７（Ｅ）に示すように、ポリイミドからなるフィルム基材１４ｂ上に、ノズル
上層形成部材の材料である上層側感光性樹脂組成物２３を３μｍの厚さで塗布し、９０℃
で６０分間熱処理した。また、さらに内部撥液層組成物２４をスリットコート法を用いて
上層側感光性樹脂組成物２３の上に塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
【０２０２】
　ここで、内部撥液層組成物（バリア層組成物とも称す）２４としては、実施例１の内部
撥液層組成と同じものを用いた。具体的には、バリア層組成物としては、グリシジルプロ
ピルトリエトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、２－パーフルオロデシルエチルト
リエトキシシラン、水及びエタノールからなる組成物の加水分解性縮合生成物を、エタノ
ールで不揮発物含量３０％に希釈したものを用いた。
【０２０３】
　下層側感光性樹脂組成物２２及び上層側感光性樹脂組成物としては、表２に示すカチオ
ン重合型のエポキシ樹脂組成物を用いた。
【０２０４】
　次に、図７（Ｆ）に示すように、基板２を４０℃に加熱した状態で、ラミネート法を用
いて、加圧しながら第二のフィルム基材１４ｂ上の上層側感光性樹脂組成物２３及び内部
撥液層組成物２４を下層側感光性樹脂組成物２２の上に転写した。さらに、上層側感光性
樹脂組成物２３の上に、表面撥液層組成物１７を塗布し、７０℃で３分間熱処理した。
 
【０２０５】
　表面撥液層組成物１７としては、実施例１で用いた内部撥液層組成物１６と同じ材料を
用いた。
【０２０６】
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　次に、図７（Ｇ）に示すように、ｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、吐出口
パターンを有する第二のマスク１８を介して、下層側感光性樹脂組成物２２、上層側感光
性樹脂組成物２３、内部撥液層組成物２４、表面撥液層組成物１７をパターン露光した。
【０２０７】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は８００Ｊ／ｍ２とし
た。
【０２０８】
　さらに、熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、ノズル上層形成部材２５
、内部撥液層（バリア層）２６、ノズル下層形成部材２７、表面撥液層１１を形成した。
【０２０９】
　第二のマスク１８の吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０２１０】
　次に、図７（Ｈ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、下層側感光性樹脂組成物２２、上層側感光性樹脂組成物２３、内部撥液
層組成物２４、表面撥液層組成物１７の未硬化部を溶解除去した。これにより、吐出口７
及び液流路５を形成した。
【０２１１】
　次に、図７（Ｉ）に示すように、表面撥液層１１をゴム膜で保護した後（不図示）、ア
ルカリ系エッチング液を用いて基板２にインク供給口３を形成した。そして、インク供給
口３を形成した後、ゴム膜を除去した。
【０２１２】
　そして、２００℃で１時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手
段を適宜配置した。
【０２１３】
　以上の工程により、ノズル形成部材を構成する層の間に内部撥液層（バリア層）が配置
された構成を有するインクジェット記録ヘッドを得た。
【０２１４】
　［実施例６］
　下記の点以外は、実施例１と同じ製法でインクジェット記録ヘッドを得た。吐出口パタ
ーンを有する第二のマスク１８を介して、第二の感光性樹脂組成物１５、内部撥液層組成
物１６、表面撥液層組成物１７をパターン露光する際の露光量を６００Ｊ／ｍ２とした。
【０２１５】
　［比較例１］
　比較のために、液流路の上壁面６に内部撥液層が形成されていないインクジェット記録
ヘッドを作製した。本比較例では図８（Ａ）～（Ｆ）に示す工程によりインクジェット記
録ヘッドを作製した。
【０２１６】
　まず、図８（Ａ）に示すように、エネルギー発生素子１０１が形成された基板１０２上
に、ポリメチルイソプロペニルケトン（東京応化工業社製、商品名：ＯＤＵＲ－１０１０
）からなるポジ型感光性樹脂を、厚さ１５μｍ塗布し、１２０℃で５分加熱処理した。そ
して、第一のマスク１１３を介して、露光装置ＵＸ３０００（商品名、ウシオ電機）によ
ってポジ型感光性樹脂を露光した。その後、現像処理を施し、液流路の型材となる流路パ
ターン１１９を形成した。
【０２１７】
　次に、図８（Ｂ）に示すように、流路パターン１１９上に、表３に示す組成からなる流
路形成部材の材料である感光性樹脂組成物１１５を、基板１０２の表面から２０μｍ（流
路パターン１１９上に５μｍ）の厚みで塗布し、９０℃で５分間熱処理した。そして、感
光性樹脂組成物１１５の上に、表面撥液層組成物１１７を塗布し、７０℃で３分間熱処理
した。
【０２１８】
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　表面撥液層組成物１１７には、実施例１で用いた内部撥液層組成物１６と同じ材料を用
いた。
【０２１９】
【表３】

【０２２０】
　次に、図８（Ｃ）に示すように、吐出口パターンを有する第二のマスク１１８を介して
、感光性樹脂組成物１１５、表面撥液層組成物１１７をパターン露光した。
【０２２１】
　露光機にはｉ線露光ステッパー（キヤノン社製）を用い、露光量は５０００Ｊ／ｍ２と
した。
【０２２２】
　そして、さらに熱処理（ベーク処理）することで露光部を硬化させ、流路形成部材１０
９、表面撥液層１１１を形成した。
【０２２３】
　吐出口パターンとしては、直径１６μｍの円形の遮光部を用いた。
【０２２４】
　次に、図８（Ｄ）に示すように、キシレン／メチルイソブチルケトン混合液（質量比６
／４）を用いて、感光性樹脂組成物１１５、表面撥液層組成物１１７の未硬化部を溶解除
去し、吐出口１０７を形成した。
【０２２５】
　次に、図８（Ｅ）に示すように、表面撥液層１１１をゴム膜で保護した後（不図示）、
アルカリ系エッチング液を用いて基板１０２にインク供給口１０３を形成した。
【０２２６】
　そして、インク供給口１０３を形成した後、ゴム膜を除去した。
【０２２７】
　次に、図８（Ｆ）に示すように、流路パターン１１９を乳酸メチルを用いて溶解除去し
、液流路１０５を形成した。
【０２２８】
　次に、２００℃で１時間加熱プロセスを実施した後、電気的な接続及びインク供給手段
を適宜配置した。
【０２２９】
　以上の工程により、内部撥液層を有しないインクジェット記録ヘッドを得た。
【０２３０】
　［比較例２］
　下記の点以外は、実施例１と同じ製法でインクジェット記録ヘッドを得た。吐出口パタ
ーンを有する第二のマスク１８を介して、第二の感光性樹脂組成物１５、内部撥液層組成
物１６、表面撥液層組成物１７をパターン露光する際の露光量を５５０Ｊ／ｍ２とした。
 
【０２３１】
　〔評価〕
　作製したそれぞれのインクジェット記録ヘッドに、エチレングリコール／尿素／イソプ
ロピルアルコール／Ｎ－メチルピロリドン／黒色染料／水＝５／３／２／５／３／８２か
らなるインクを充填し、テストプリントを３００００枚行った。結果を表４に示す。
【０２３２】
　比較例２では、内部撥液層組成物を硬化させる際の露光量が十分でなかったため、純水
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【０２３３】
　その結果、比較例１、比較例２のインクジェット記録ヘッドでは、インク滴が所望の方
向に飛ばず、印字品位が低下することを確認した。吐出口を確認したところ、比較例１及
び比較例２のインクジェット記録ヘッドでは、吐出口付近のオリフィスプレートが２μｍ
以上盛り上がり、吐出口面積が変化していることを確認した。
【０２３４】
　純水の接触角は、オリフィスプレートを剥がし取り、微小接触角計（製品名：Ｄｒｏｐ
Ｍｅａｓｕｒｅ、（株）マイクロジェット製）を用いて、純水に対する動的後退接触角の
測定を行った。
【０２３５】
【表４】

【符号の説明】
【０２３６】
　１　エネルギー発生素子
　２　基板
　３　供給口
　４　流路側壁形成部材
　５　液流路
　６　液流路の上壁面
　７　吐出口
　８　吐出口の上部開口
　９　ノズル形成部材
１０　内部撥液層
１１　表面撥液層
１２　第一の感光性樹脂組成物
１３　第一のマスク
１４　フィルム基材
１５　第二の感光性樹脂組成物
１６　内部撥液層組成物
１７　表面撥液層組成物
１８　第二のマスク
１９　流路パターン
２０　第Ｉのマスク（多段流路形成用マスク）
２１　突起
２２　下層側感光性樹脂組成物
２３　上層側感光性樹脂組成物
２４　内部撥液層組成物（バリア層組成物）
２５　ノズル上層形成部材
２６　内部撥液層（バリア層）
２７　ノズル下層形成部材
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